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Abstract
In the Edo period, there was a house in the Kaga clan, dating from Takagi Sadahide. Takagi 

Sadahide is brother of three takagi families’ first generation. Takagi Sadahide families’ 
historical book are  currently kept in Archives of Modern History Records in Tamagawa 
Library.This paper introduces this historical books.  In addition, the Nishi Takagi family has 
compiled a number of historical books. Therefore, In this article followed the transition of the 
description of Takagi Sadahide in the Nishi Takagi families’ historical book. Through this work, 
I clarified  a part of the Nishi Takagi family's compilation of historical books.

Keywords
Takagi Sadahide（高木貞秀），historical books（由緒書），Nishi Takagi family（西高木家）

資料紹介

― 68 ―

名古屋大学附属図書館研究年報　第17号
Annals of Nagoya University Library Studies

№17，pp.57-68，2020.3



は
じ
め
に

江
戸
時
代
、
加
賀
藩
家
中
に
高
木
勘
解
由
貞
秀
を
祖
と
す
る
家
︵
以
下
、
便
宜

的
に
高
木
勘
解
由
家
と
記
載
︶
が
あ
っ
た
。
こ
の
家
の
初
代
高
木
貞
秀
は
、
江
戸

時
代
に
美
濃
国
上
石
津
郡
多
良
郷
宮
村
に
陣
屋
を
置
き
、
時
郷
の
す
べ
て
と
多
良

郷
の
一
部
を
領
有
し
た
高
木
三
家
の
系
譜
に
連
な
る
人
物
で
あ
る
。
高
木
三
家
と

は
、
高
木
貞
利
を
祖
と
し
知
行
二
三
〇
〇
石
を
領
し
た
西
高
木
家
、
同
貞
友
を
祖

と
し
知
行
一
〇
〇
〇
石
を
領
し
た
東
高
木
家
、
同
貞
俊
を
祖
と
し
同
じ
く
知
行
一

〇
〇
〇
石
を
領
し
た
北
高
木
家
の
三
家
か
ら
な
る
。
三
家
は
、
知
行
地
に
居
住
し

参
勤
交
代
を
行
う
交
代
寄
合
と
呼
ば
れ
る
格
式
を
許
さ
れ
た
旗
本
で
、
交
代
寄
合

美
濃
衆
と
呼
ば
れ
た
。

貞
秀
は
、
こ
の
高
木
三
家
の
初
代
貞
利
・
貞
友
・
貞
俊
の
兄
弟
︵
貞
利
の
弟
、

貞
友
・
貞
俊
の
兄
︶
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
今
回
、
こ
の
高
木
勘
解
由
家
の
由

緒
書
が
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
本
稿
で
は
こ
の
高
木
勘
解
由
家
の
由
緒
書
を
紹
介
し
、
高
木
三
家
か
ら
枝
分

か
れ
し
て
加
賀
藩
士
と
な
っ
た
貞
秀
の
家
系
が
ど
の
よ
う
に
江
戸
時
代
を
過
ご
し

た
か
み
て
ゆ
き
い
た
い
。

ま
た
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
高
木
家
文
書
を
始
め
と
す
る
西
高
木

家
に
伝
来
し
て
き
た
文
書
群1
に
は
、
何
点
か
の
﹁
先
祖
書
﹂
と
い
う
名
を
持
つ
由

緒
書
や
系
図
の
類
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。﹃
高
木
家
文
書
目
録2
﹄
の
解
題
に
よ

れ
ば
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
高
木
家
文
書
に
含
ま
れ
る
﹁
先
祖
書
﹂
は

八
代
当
主
高
木
貞
臧
ま
で
記
載
し
た
寛
政
三
︵
一
七
九
一
︶
年
成
立
の
も
の
と
、

九
代
経
貞
ま
で
記
載
し
た
弘
化
三
︵
一
八
四
六
︶
年
作
成
の
も
の
に
別
れ
、
後
者

は
幕
府
か
ら
の
種
々
の
質
問
に
基
づ
い
て
内
容
が
増
し
、
西
高
木
家
初
代
貞
利
の

父
貞
久
や
貞
利
自
身
に
つ
い
て
の
記
載
部
分
に
は
多
数
の
史
料
が
引
用
さ
れ
て
い

る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
石
川
寛
氏
に
よ
り
、
高
木
貞
臧
な
ど
が
高
木
家
の
歴
史
編

纂
に
使
用
す
る
た
め
に
準
備
し
た
史
料
群
黒
漆
文
庫
・
白
木
桐
箱
文
書
の
復
元
が

な
さ
れ
て
い
る3
。
し
か
し
、
現
状
で
は
西
高
木
家
の
由
緒
書
編
纂
の
実
像
に
つ
い

て
は
不
分
明
な
状
況
に
留
ま
っ
て
い
る
。

石
川
氏
は
、﹁
高
木
家
が
時
・
多
良
両
郷
に
入
郷
し
、
三
家
が
分
立
す
る
に

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
系
譜
編
纂
に
お
け
る
最
大
の
焦
点
で
あ
り
、
本
家
末
家

に
関
わ
る
問
題
と
し
て
三
家
間
で
論
争
に
も
な
っ
た4
﹂
と
し
、
こ
の
問
題
を
踏
ま

え
て
高
木
家
の
系
譜
編
纂
の
取
り
組
み
よ
う
に
つ
い
て
解
明
す
る
必
要
性
を
主
張

さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
高
木
勘
解
由
家
の
由
緒
書
と
西
高
木
家
の
由
緒
書
類
を
使

い
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
西
高
木
家
側
の
高
木
貞
秀
に
対
す
る
認
識
の
変
遷
に
焦

点
を
当
て
、
極
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
西
高
木
家
の
由
緒
書
編
纂
の
取
り
組
み
の
一

端
を
確
認
す
る
と
共
に
、
由
緒
書
に
お
け
る
三
家
分
立
期
頃
に
関
す
る
記
述
が
い

か
な
る
経
緯
を
経
て
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
一
例
を
示
し
た
い
と
思

う
。高

木
勘
解
由
家
由
緒
書
「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
に
残
さ
れ
て
い
る
高
木
勘
解
由
家
の
由
緒

書
は
、
現
在
二
点
存
在
し
て
い
る
。
一
点
は
、
明
治
三
年
に
加
賀
藩
士
と
し
て
は

最
後
の
当
主
と
な
っ
た
高
木
孝
七
久
教
が
、
金
沢
藩
士
族
長
へ
提
出
し
た
由
緒
書

﹁
明
治
三
年　

先
祖
由
緒
一
類
附
帳5
﹂︵
以
下
、
便
宜
的
に
明
治
三
年
本
と
記
載
︶

で
あ
る
。
明
治
元
︵
一
八
六
八
︶
年
に
維
新
政
府
に
よ
り
示
さ
れ
た
藩
治
職
制
や

翌
明
治
二
年
の
版
籍
奉
還
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
職
制
変
更
な
ど
に
よ
り
こ
の
頃
各

藩
で
は
制
度
が
大
き
く
変
更
さ
れ
る
。
加
賀
藩
︵
金
沢
藩
︶
も
当
然
例
外
で
は
な

く
、
明
治
元
年
十
二
月
十
五
日
に
年
寄
・
家
老
の
名
目
を
廃
止
し
、
執
政
・
参
政

に
改
め
、
翌
明
治
二
年
三
月
一
日
に
藩
政
期
以
来
の
役
名
を
一
掃
し
て
い
る6
。
お

そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
に
あ
た
り
藩
士
全
体
の
履
歴
や
家
系
を

確
認
・
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
藩
が
藩
士
に
由
緒
書
の
提
出
を
求
め
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

も
う
一
点
は
、
明
治
七
︵
一
八
七
四
︶
年
五
月
に
久
教
が
病
死
し
た
の
に
伴
い

家
督
を
継
承
し
た
子
息
永
太
郎
が
、
同
年
七
月
に
石
川
県
令
内
田
政
風
へ
提
出
し

た
﹁
明
治
七
年
七
月  

先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳7
﹂︵
以
下
、
便
宜
的
に
明
治
七
年
本

と
記
載
︶
で
あ
る
。
冒
頭
に
姓
名
・
年
齢
・
家
禄
・
居
所
・
紋
所
と
い
っ
た
永
太

郎
自
身
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
が
示
し
、
そ
の
直
後
に
﹁
私
儀
士
族
高
木
久
教

長
男
御
座
候
処
、
明
治
七
年
七
月
十
日
亡
父
家
督
無
相
違
相
続
被　

仰
付
候
﹂
と

あ
る
の
で
代
替
わ
り
に
伴
い
届
出
と
し
て
石
川
県
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
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明
治
三
年
本
と
明
治
七
年
本
を
比
較
す
る
と
、
相
対
的
に
明
治
三
年
本
の
方
が

詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
久
教
自
身
と
彼
の
父
由
三
久
忠
に
つ
い
て
明

治
三
年
本
は
極
め
て
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
逆
に
、
女
性
に
つ
い
て
は
基
本
続
柄

を
示
す
に
と
ど
ま
り
、
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治
七
年
本
で
は
、
永
太
郎

の
母
を
含
め
そ
れ
以
前
の
当
主
の
妻
に
つ
い
て
は
名
前
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
明
治

三
年
本
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
永
太
郎
の
妹
や
従
姉
妹
な
ど
に
つ
い
て
は
名

前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
三
年
本
で
は
記
載
の
無
い
氏
神
に
つ
い
て
明

治
七
年
本
で
は
椿
原
神
社
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
永
太
郎
が
当
時
直
接
関
わ
っ

て
い
る
人
的
範
囲
に
関
し
て
は
、
明
治
七
年
本
の
方
が
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
違
い
が
両
者
に
は
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
る
の
で
本
稿
で
は
明

治
三
年
本
の
み
翻
刻
を
掲
載
す
る
。
次
に
明
治
三
年
本
の
翻
刻
を
示
す
。

︵
表
紙
︶

﹁
明
治
三
年

　
　

先
祖
由
緒
一
類
附
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孝
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
小
左
衛
門
﹂

給
禄
高　
　
　
　
　
　

本
国
美
濃
、
御
藩
出
生
四
拾
四
歳

一
百
三
拾
俵
六
升
壱
合　
　
　
　
　

高
木
小
左
衛
門
原
︵
源
か
︶久ひ
さ
の
り教

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
紋
丸
ノ
内
左
違
鷹
ノ
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　

居
屋
敷
味
噌
蔵
丁

私
儀
高
木
由
三
嫡
子
ニ
御
座
候
処
、
元
治
元
年
七
月
十
日
父
由
三
儀
隠
居
被　

仰

付
、
家
督
無
相
違
千
石
拝
領
被　

仰
付
、
御
馬
廻
組
頭
御
用
番
支
配
江
被
指
加
、

同
二
年
二
月
十
六
日
右
組
江
組
入
被　

仰
付
、
慶
応
二
年
二
月
廿
四
日
弐
番
弟
守

右
衛
門
江
御
知
行
高
千
石
之
内
百
五
拾
石
配
知
願
之
通
被　

仰
出
、
組
外
御
番

頭
支
配
江
被
指
加
、
同
三
年
十
月
廿
八
日
銃
隊
御
馬
廻
ニ
被　
　

仰
付
候
、
私

儀
慶
応
三
年
十
一
月
廿
三
日
京
都
守
衛
御
用
被　

仰
付
、
同
所
江
相
詰
罷
在
候

処
、
度
々
蒙　
　

御
意
、
同
四
年
正
月
京
都
異
変
之
節
江
州
今
津
等
御
領
所
御
取

縮
為
御
用
同
所
江
出
張
被
仰
渡
罷
越
居
候
所
、
同
月
右
御
用
被
指
止
、
河
内
国
橋

本
駅
関
門
御
固
所
江
出
張
被
仰
渡
相
詰
罷
在
候
処
、
同
年
三
月
交
代
被
仰
渡
、
京

都
江
罷
帰
申
候
処
、
桂
御
所
并
今
出
川
御
門
等
御
守
衛
御
用
被
仰
渡
相
勤
罷
在
申

候
処
、
同
年
閏
四
月
京
都
表
御
人
減　
　

に
付
交
代
被
仰
渡
、
同
月
九
日
罷
帰
申

候
、
然
所
同
廿
三
日
於
二　

御
丸
従　
　

中︵
擡
頭
︶納
言
様
□
来
度
々
出
張
大
儀
被　

思

召
候
、
従　
　

御
意
之
趣
身
当
頭
原
七
郎
左
衛
門
を
以
被　

仰
出
候
、
同
月
廿
四

日
銃
隊
御
馬
廻
御
指
番
寄
合
御
馬
廻
江
被
指
加
候
之
処
、
明
治
元
年
九
月
廿
八
日

重
而
銃
隊
御
馬
廻
江
被
指
加
候
処
、
明
治
二
年
三
月
職
制
御
改
正
ニ
付
三
等
上
士

被　
　

仰
付
、
同
年
十
月
士
族
ニ
被　

仰
付
、
給
禄
百
三
拾
俵
六
升
壱
合
被
下
之

候一
九
世
之
祖
父　
　
　

高
木
先
故
勘
解
由
源
久
知

　

権
現
様
江
御
奉
公
申
上
、
其
後
浪
人
仕
罷
在
候
処
、
元
和
二
年
十
二
月
六
日

微
妙
院
様
江
被　

召
出
、
御
知
行
千
石
拝
領
被　
　

仰
付
、
御
使
番
被　

仰

付
、
寛
永
元
年
江
戸
御
供
仕
罷
越
、
於
彼
地
同
年
六
月
病
死
仕
候

一
九
世
之
祖
母　
　

高
木
故
藤
兵
衛
娘

於
美
濃
嫁
娶
仕
候
由
伝
承
仕
候
、
委
細
之
儀
相
知
不
申
、
承
応
二
年
十
月
病
死

仕
候

一
八
世
之
祖
父　
　

高
木
故
勘
解
由
源
久
明

微︵
擡
頭
︶妙
院
様
御
代
亡
父
勘
解
由
為
跡
目
寛
永
元
年
十
二
月
廿
八
日
被　

召
出
、
遺

知
千
石
無
相
違
拝
領
被　
　

仰
付
御
馬
廻
組
被　

仰
付
、
延
宝
七
年
五
月
病
死

仕
候

一
八
世
之
祖
母　
　

西
村
故
右
馬
之
助
娘

　

慶
安
二
年
八
月
病
死
仕
候
、
右
馬
之
助
義
御
旗
奉
行
相
勤
罷
在
候
由
伝
承
仕
候

一
七
世
之
祖
父　

高
木
先
故
庄
兵
衛
源
久
通

松︵
擡
頭
︶雲
院
様
御
代
亡
父
勘
解
由
為
跡
目
延
宝
七
年
十
一
月
廿
七
日
被　

召
出
、
遺

知
千
石
無
相
違
拝
領
被　
　

仰
付
、
御
馬
廻
組
ニ
罷
在
、
天
和
二
年
九
月
病
死

仕
候

一
七
世
之
祖
母　
　

西
村
故
右
馬
之
助
孫
女

　

慶
安
五
年
七
月
病
死
仕
候

一
六
世
之
祖
父　
　

高
木
故
庄
兵
衛
源
久
明

実
者
御
馬
廻
頭
二
代
目
斉
藤
中
務
三
男
ニ
御
座
候
処
、
天
和
元
年
先
故
庄
兵
衛

娘
江
聟
養
子
奉
願
候
処
、
同
年
十
二
月
六
日
願
之
通
被　

仰
出
、　　

松︵
擡
頭
︶雲

院

様
御
代
亡
養
父
庄
兵
衛
為
跡
目
同
二
年
十
二
月
十
三
日
被　

召
出
、
遺
知
千
石

無
相
違
拝
領
被　
　

仰
付
、
御
馬
廻
組
ニ
罷
在
、
享
保
九
年
八
月
病
死
仕
候

一
六
世
之
祖
母　
　

高
木
先
故
庄
兵
衛
娘                    
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宝
永
五
年
四
月
病
死
仕
候

一
五
世
之
祖
父　

高
木
故
源
次
郎
源
久
輝

実
者
御
馬
廻
頭
脇
田
故
七
兵
衛
二
男
ニ
御
座
候
処
、
正
徳
二
年
二
月
廿
二
日
故

庄
兵
衛
娘
江
聟
養
子
奉
願
候
処
、
同
年
六
月
廿
九
日
願
之
通
被　

仰
出
、　　

護︵
擡
頭
︶国
院
様
御
代
亡
養
父
庄
兵
衛
為
跡
目
享
保
九
年
十
月
廿
八
日
被　

召
出
、
遺

知
千
石
無
相
違
拝
領
被　
　

仰
付
、
御
馬
廻
組
ニ
罷
在
、
御
番
相
勤
罷
在
候

処
、
七
十
歳
ニ
お
よ
ひ
行
歩
不
自
由
ニ
罷
成
候
ニ
付
、
寛
延
二
年
御
番　
　

御

赦
免
、
せ
か
れ
代
番
之
儀
奉
願
候
処
、
同
年
七
月
三
日
願
之
通
被　

仰
出
、
宝

暦
七
年
三
月
病
死
仕
候

一
五
世
之
祖
母　

高
木
故
庄
兵
衛
娘

　

享
保
十
四
年
五
月
病
死
仕
候

一
高
祖
父　
　

高
木
故
新
左
衛
門
源
久
信

泰︵
擡
頭
︶雲
院
様
御
代
亡
父
源
次
郎
為
跡
目
宝
暦
七
年
八
月
廿
八
日
被　

召
出
、
遺
知

千
石
無
相
違
拝
領
被　
　

仰
付
、
御
馬
廻
組
ニ
罷
在
、
同
八
年
五
月
病
死
仕
候

一
高
祖
母　
御
馬
廻
組
脇
田
故
治
左
衛
門
妹

御
馬
廻
組
脇
田
故
九
兵
衛
娘
奉
願
縁
組
申
合
候
処
、
寛
保
二
年
二
月
病
死
仕
候

ニ
付
、
右
亡
妻
妹
脇
田
故
治
左
衛
門
妹
再
縁
願
之
通
被　

仰
出
、
嫁
娶
仕
候

処
、
寛
政
十
一
年
八
月
病
死
仕
候

一
曾
祖
父　

高
木
故
伊
織
源
矩
久

泰
雲
院
様
御
代
亡
父
新
左
衛
門
為
跡
目
宝
暦
八
年
十
二
月
廿
三
日
被　

召
出
、

遺
知
千
石
無
相
違
拝
領
被　
　

仰
付
、
御
馬
廻
頭
支
配
ニ
罷
在
候
処
、
同
十
四

年
二
月
十
六
日
組
入
被　

仰
付
、
天
明
五
年
五
月
廿
七
日
御
普
請
奉
行
加
人
被

仰
渡
相
勤
罷
在
候
処
、
同
年
九
月
廿
五
日
右
役
儀　
　

御
免
除
被　

仰
付
、
寛

政
六
年
七
月
廿
二
日
火
事
之
節
盗
賊
改
役
被　

仰
付
、
文
化
三
年
五
月
病
死
仕

候
一
曾
祖
母　
御
馬
廻
組
脇
田
故
哲
兵
衛
姉

　

文
政
七
年
八
月
病
死
仕
候

一
祖
父　
　

高
木
故
靱
負
源
久
義

実
者
御
馬
廻
組
斉
藤
故
吉
兵
衛
二
男
ニ
御
座
候
処
、
寛
政
五
年
十
二
月
六
日
故

伊
織
娘
江
聟
養
子
奉
願
候
処
、
同
月
廿
七
日
願
之
通
被　

仰
出
、　　

金︵
擡
頭
︶龍

院

様
御
代
亡
養
父
伊
織
為
跡
目
文
化
三
年
十
二
月
十
六
日
被　

召
出
、
遺
知
千
石

無
相
違
拝
領
被　
　

仰
付
、
御
馬
廻
頭
支
配
ニ
罷
出
候
処
、
同
五
年
閏
六
月
廿

九
日
組
入
被　

仰
付
、
同
九
年
十
二
月
病
死
仕
候

一
祖
母　
　

高
木
故
伊
織
娘

　

文
化
八
年
正
月
病
死
仕
候

一
父　
　

高
木
由
三
源
久ヒ
サ

忠タ
ゝ

由
三
儀　
　

金︵
擡
頭
︶龍
院
様
御
代
亡
父
靱
負
為
跡
目
文
化
十
年
七
月
十
一
日
被　

召

出
、
遺
知
千
石
無
相
違
拝
領
被　
　

仰
付
、
御
馬
廻
頭
支
配
ニ
罷
在
、
文
政
元

年
六
月
廿
六
日
組
入
被　

仰
付
、
同
二
年
五
月
九
日
江
戸
表
江
暑
気　
　

御
伺

　

御
機
嫌
之
御
使
被　

仰
付
、
同
十
年
正
月
晦
日
御
郡
奉
行
改
作
方
兼
帯
当
分

加
人
被
仰
渡
、
同
十
二
年
五
月
廿
五
日
右
本
役
被　

仰
付
、
天
保
六
年
二
月
新

川
郡
神
通
川
中
嶋
村
領
堰
留
取
払
之
儀　
　

淡
路
守
様
江
御
意
味
合
等
も
有
之

取
払
被　

仰
出
候
処
、
右
堰
取
払
方
取
捌
不
行
届
趣
有
之
候
ニ
付
、
同
七
年
正

月
十
七
日
役
義
被
指
除
指
控
被　

仰
付
、
同
年
七
月
十
一
日
指
控　

御
免
被　

仰
付
、
同
九
年
二
月
巡
見　
　

上
使
御
用
中
御
郡
奉
行
改
作
方
兼
帯
当
分
加
人

被
仰
渡
、
同
五
月
十
一
日
右
御
用
無
之
旨
被
仰
渡
、
同
十
二
年
六
月
廿
八
日
魚

津
町
奉
行
奥
田
故
喜
兵
衛
代
被　

仰
付
、
弘
化
三
年
二
月
十
六
日
組
外
御
番
頭

大
屋
武
右
衛
門
代
被　
　

仰
付
、
同
年
五
月
十
七
日　

二
御
丸
御
広
式
御
用
被

　
　

仰
付
、
嘉
永
元
年
八
月
十
五
日　
　

栄
操
院
様
附
物
頭
並
今
村
清
左
衛
門

代
被　

仰
付
、
同
年
九
月
十
二
日　

二
御
丸
御
広
式
向
御
省
略
方
御
用
主
附
被

　

仰
付
、
同
三
年
十
一
月
七
日　
　

御
同
所
様
御
死
去
被
遊
候
処
、
御
葬
送
方

主
附
被　
　

仰
付
、
右
御
用
相
勤
候
ニ
付
、
同
十
二
月
廿
八
日
御
染
物
二
反
拝

領
被　

仰
付
、
同
廿
九
日
物
頭
並　

二
御
丸
御
広
式
御
用
被　

仰
付
、
同
四
年

十
二
月
十
一
日
御
留
守
居
物
頭
今
村
清
左
衛
門
代
被　

仰
付
、
同
六
年
七
月
廿

六
日
御
歩
頭
林
源
多
郎
代
被　

仰
付
、
安
政
二
年
八
月
江
戸
表
詰
被　

仰
付
、

於
彼
地
詰
中
御
省
略
方
御
用
主
附
被　
　

仰
付
、
同
三
年
春　

御
帰
国
ニ
付　

御
留
守
中
御
用
人
壱
人
ニ
候
間
、
若
故
障
等
之
節
御
用
人
可
相
勤
旨
被　
　

仰

出
、
且
又
若
御
近
火
ニ
而　
　

姫
君
様
御
立
退
之
節
組
頭
代
御
供
被　
　

仰
付

候
条
長
屋
七
郎
右
衛
門
申
談
可
相
勤
、
将
又
組
頭
御
使
御
用
等
有
之
候
節
者
御

客
方
御
用
も
可
相
勤
旨
被　
　

仰
出
、
相
勤
罷
在
候
処
、
気
配
相
滞
御
国
江
之

御
暇
奉
願
、
同
三
年
五
月
罷
帰
申
候
、
同
四
年
四
月
於
大
聖
寺　
　

諦
嶽
院
様

御
三
回
忌
御
法
事　
　

懿
香
院
様
御
三
回
忌
御
法
事
御
取
越
御
執
行
ニ
付
、　

　

御︵
擡
頭
︶両

殿
様
御
代
香
之
御
使
者
被　

仰
付
、
其
節　
　

眞
龍
院
様　
　

姫
君
様

　
　

茂
松
様　
　

睦
姫
様
より
之
御
代
香
茂
被　

仰
付
、
夫
々
相
勤
申
候
、
同
年
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十
月
廿
八
日
新
番
頭
中
村
蔀
代
被　

仰
付
、
時
々
御
役
料
知　

御
□
之
通
被
下

之
、
文
久
二
年
九
月
廿
三
日
御
省
略
奉
行
加
人
被　
　

仰
付
、
同
年
十
一
月
十

四
日
公
方
様
御
上
洛
ニ
付
来
春　

御
上
京
被
遊
□
筈
、
依
之
右
御
供
被　

仰

付
、
御
行
列
奉
行
被　

仰
付
、
同
三
年
正
月
□
日
御
省
略
方
被
指
上
御
算
用
場︵
カ
︶

江
御
附
属
被　
　

仰
付
候
条
、
右
御
用
方
夫
々
引
送
可
申
、
然
上
者
右
御
用　

　

御
免
被
成
候
段
被
仰
渡
、
同
月
廿
三
日
御
行
列
奉
行　
　

御
免
被　

仰
付
、

御
発
駕
御
前
後
之
内
発
足
可
仕
旨
被
仰
渡
、
同
廿
七
日　

御
上
京
御
道
中
御
近

習
頭
江
加
り
騎
馬
御
供
被　

仰
付
、
二
月
十
一
日　

御
発
駕
御
供
仕
罷
越
候

処
、
足
痛
難
儀
仕
候
ニ
付　

御
帰
国
之
節
御
近
習
頭
江
加
り
騎
馬
御
供
之
儀
者

御
用
捨
被　
　

仰
付
、
三
月
十
二
日
御
供
仕
罷
帰
申
候
、
然
所
同
年
八
月
六
日

　

御
上
京
被
遊
候
ニ
付
、
其
節
御
供
被　
　

仰
付
候
段
被
仰
渡
置
候
処
、
元
治

元
年
正
月
十
七
日
御
詮
儀
之
趣
有
之
、
右
御
供
御
用
捨
被
成
候
段
被
仰
渡
、
同

年
七
月
十
日
未
極
老
ニ
者
無
之
候
得
共
、
久
々
役
儀
相
勤
候
に
付
隠
居
被　

仰

付
、
隠
居
料
弐
拾
人
扶
持
被
下
之
、
嫡
子
佐
多
丞
江
家
督
無
相
違
千
石
拝
領

被　
　

仰
付
、
御
馬
廻
組
江
被
指
加
候
、
最
初
兵
部
与
申
候
処
由
三
与
相
改
申

候
、
明
治
二
年
職
制
御
改
正
ニ
付
二
等
上
士
之
列
江
被　

指
加
、
同
年
十
月
士

族
ニ
被　

仰
付
、
給
禄
七
拾
三
俵
弐
升
五
合
被
下
之
候

一
母　
　
　
　
人
持
組
菊
池
故
大
学
養
女

文
政
三
年
七
月
十
三
日
父
由
三
与
縁
組
願
通
被　
　

仰
出
、
嫁
娶
仕
候
、
実
者

仙
石
賢
次
郎
等
並
前
田
左
兵
衛
お
は
ニ
御
座
候
、
萬
延
元
年
四
月
病
死
仕
候

一
妻　
　
　
　
士
族
長
瀬
七
左
衛
門
養
姉

実
者
御
年
寄
中
支
配
長
瀬
故
善
左
衛
門
嫡
子
故
喜
太
郎
娘
ニ
御
座
候
処
、
七
左

衛
門
父
定
番
頭
長
瀬
故
七
左
衛
門
養
女
ニ
仕
、
嘉
永
元
年
七
月
十
四
日
縁
組
願

之
通
被　
　

仰
出
、
嫁
娶
仕
候
、
右
七
左
衛
門
義
隠
居
被　

仰
付
、
名
如
海
与

相
改
、
慶
応
二
年
三
月
病
死
仕
候

一
嫡
子　
　
　

高
木
永
太
郎

一
二
男　
　
　

高
木
鋪
二
郎

一
娘　
　
　
　
手
前
ニ
罷
在
申
候
壱
人

一
惣
領
娘　
　
士
族
津
田
虎
三
郎
妻

　

明
治
元
年
十
二
月
虎
三
郎
与
縁
組
願
之
通
被　
　

仰
出
、
嫁
娶
仕
候

一
弐
番
目
弟　

高
木
守
右
衛
門

右
守
右
衛
門
儀
慶
応
二
年
二
月
廿
四
日
私
御
知
行
高
千
石
之
内
百
五
拾
石
配
知

願
之
通
被　

仰
付
、
組
外
御
番
頭
御
用
番
支
配
江
被
指
加
、
同
三
年
十
月
廿
八

日
銃
隊
御
馬
廻
被　

仰
付
、
明
治
二
年
三
月
職
制
御
改
正
に
付
、
三
等
上
士
被

　

仰
付
、
同
年
十
月
士
族
ニ
被　
　

仰
付
、
給
禄
高
八
拾
八
俵
三
斗
六
升
被
下

之
候

一
指
次
実
弟　
　
　
　
士
族
久
田
喜
次
郎

実
者
父
由
三
二
男
ニ
御
座
候
処
、
文
久
元
年
七
月
御
大
小
将
御
番
頭
久
田
故
義

左
衛
門
娘
江
聟
養
子
願
之
通
被　

仰
出
、
同
三
年
七
月
十
一
日
亡
養
父
義
左
衛

門
為
跡
目
被　

召
出
、
遺
知
無
相
違
三
百
五
拾
石
拝
領
被　
　

仰
付
候

父
方

一
お
は　
　
　
　
　
　
士
族
田
辺
九
兵
衛
養
母

文
政
十
二
年
七
月
十
三
日
右
九
兵
衛
養
父
故
源
兵
衛
与
再
々
縁
願
之
通
被　

仰

出
、
嫁
娶
仕
候
、
其
後
源
兵
衛
義
隠
居
被　

仰
付
、
名
適
斉
与
相
改
、
文
久
二

年
九
月
病
死
仕
候
、
右
お
は
者
父
由
三
弐
番
目
妹
ニ
御
座
候

一
実
お
い　
　
　
　
　
久
田
喜
次
郎
せ
か
れ
久
田
善
太
郎

一
実
め
い　
　
　
　
　
右
同
人
手
前
ニ
罷
在
候
娘
壱
人

一
め
い　
　
　
　
　
　
高
木
守
右
衛
門
手
前
ニ
罷
在
候
娘
壱
人

父
方

一
養
い
と
こ　
　
　
　
士
族
田
辺
九
兵
衛

実
者
新
番
頭
内
藤
故
十
兵
衛
二
男
ニ
御
座
候
処
、
田
辺
故
源
兵
衛
養
子
願
之
通

被　

仰
出
候

母
養
方

一
実
い
と
こ　
　
　
　
士
族
長
尾
八
郎
右
衛
門
お
ち
長
尾
求
馬

　

求
馬
亡
母
者
人
持
組
菊
池
故
大
学
娘
ニ
て
私
亡
母
之
養
方
姉
ニ
御
座
候

母
実
方

一
実
い
と
こ　
　
　
　
士
族
前
田
左
兵
衛

同一
同　
　
　
　
　
　
　
同
前
田
源
兵
衛

実
者
前
田
左
兵
衛
指
次
弟
ニ
御
座
候
処
、
前
田
故
牽
次
郎
養
子
願
之
通
被　

仰

出
候

同一
同　
　
　
　
　
　
　
金
沢
材
木
丁
一
向
宗
善
福
寺
妻

　

右
同
人
姉
ニ
御
座
候

― 64 ―



母
実
方

一
実
い
と
こ　
　
　
　
士
族
山
崎
作
左
衛
門

作
左
衛
門
亡
父
山
崎
故
典
永
斎
義
者
私
亡
母
之
弟
ニ
而
、
実
者
前
田
左
兵
衛
実

お
ち
ニ
御
座
候

同一
同　
　
　
　
　
　
　
山
崎
作
左
衛
門
弟
山
崎
幸
次
郎

同一
同　
　
　
　
　
　
　
右
同
断
山
崎
伊
之
吉

一
末
家　
　
　
　
　
　

高
木
守
右
衛
門

一
宗
旨
者
一
向
宗
、
寺
者
金
沢
公
儀
町
正
福
寺
に
て
御
座
候

右
私
先
祖
由
緒
一
類
附
如
斯
御
座
候
、
此
外
御
藩
・
他
藩
共
近
き
親
類
縁
者
無
御

座
候
、
向
後
増
減
御
座
候
之
節
書
附
を
以
御
断
可
申
上
候
、
以
上

明
治
三
年
十
月　
　
　

高
木
小
左
衛
門
︵
花
押
︶
㊞

　
　

士
族
長
御
中

右
の
明
治
三
年
本
に
よ
れ
ば
、
高
木
勘
解
由
家
の
家
紋
は
丸
に
左
違
鷹
の
羽
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
高
木
三
家
の
表
紋
と
同
じ
で
あ
る8
。

高
木
三
家
初
代
貞
利
・
貞
友
・
貞
俊
と
兄
弟
で
あ
っ
た
貞
秀
は
、
通
称
を
勘
解

由
、
諱
は
改
名
し
て
久
知
と
名
乗
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
、
家
康
に
仕
え

た
後
、
浪
人
し
、
大
坂
夏
の
陣
の
翌
年
で
あ
る
元
和
二
︵
一
六
一
六
︶
年
十
二
月

六
日
に
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
︵
微
妙
院
︶
に
知
行
一
〇
〇
〇
石
で
召
し
出

さ
れ
、
使
番
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
元
和
四
︵
一
六
一
八
︶
年
以
降

成
立
の
加
賀
藩
分
限
帳9
に
は
使
番
と
し
て
﹁
高
木
勘
解
由
﹂
と
貞
秀
の
名
が
確
認

で
き
る
。

貞
秀
が
任
じ
ら
れ
た
使
番
は
、
戦
場
で
大
将
の
命
令
を
各
部
隊
に
伝
え
る
伝
令

や
他
領
主
へ
の
使
者
を
勤
め
る
役
職
で
、
使
役
と
も
い
う
。
馬
廻
な
ど
の
一
般
の

騎
馬
士
よ
り
も
格
式
が
高
い
の
が
通
例
で
あ
る
。
後
年
の
状
況
で
は
あ
る
が
文
化

十
︵
一
八
一
三
︶
年
成
立
の
﹁
国
格
類
従
﹂
諸
組
御
人
高
之
御
定
条
に
お
け
る
御

馬
廻
組
十
二
組
の
内
訳
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
箇
所
に
﹁
一
組
三
十
五
人
位
、
但
当

時
一
組
三
十
人
計
充
、
内
御
番
頭
一
人
、
御
使
役
一
人
、
頭
壱
人
充
、
但
子
弟
・

与
力
役
、
騎
馬
打
込
、
一
組
六
十
騎
之
積
り
也10
﹂
と
あ
り
、
当
時
の
加
賀
藩
で
は

馬
廻
組
に
お
い
て
番
頭
に
次
ぐ
地
位
に
使
番
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
江

戸
前
期
で
も
同
様
だ
と
す
れ
ば
、
利
常
は
、
貞
秀
の
家
康
に
仕
え
た
と
の
経
歴
を

あ
る
程
度
評
価
し
て
召
し
抱
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
貞
秀
の
妻
に
つ

い
て
同
由
緒
書
で
は
、
美
濃
に
お
い
て
高
木
藤
兵
衛
の
娘
を
娶
っ
た
と
す
る
。
東

高
木
家
の
祖
貞
友
が
藤
兵
衛
を
通
称
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
記
述
が
正
し
い
と

す
れ
ば
貞
秀
は
姪
と
結
婚
し
た
こ
と
に
な
る
。
現
代
の
感
覚
で
は
異
に
感
じ
る

が
、
近
代
に
入
る
ま
で
叔
姪
婚
は
普
通
に
見
ら
れ
た
と
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
一
例

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
後
、
高
木
勘
解
由
家
は
、
勘
解
由
久
明
︱
庄
兵
衛
久
通
︱
庄
兵
衛
久
明
︱

源
次
郎
久
輝
︱
新
左
衛
門
久
信
ま
で
五
代
に
渡
り
家
禄
一
〇
〇
〇
石
を
減
ら
す
こ

と
な
く
御
馬
廻
組
に
属
し
て
い
る
。
加
賀
藩
の
家
臣
団
で
は
人
持
組
頭
︵
万
石
以

上
八
家
︶・
人
持
・
平
士
・
与
力
・
歩
・
足
軽
・
小
者
の
序
列
が
あ
っ
た
。
与
力

ま
で
が
騎
馬
士
で
、
平
士
ま
で
が
御
目
見
以
上
で
あ
っ
た11
。
人
持
は
、
騎
馬
士
を

数
名
抱
え
る
知
行
高
を
持
つ
大
身
家
臣
の
家
が
入
る
格
式
で
、
お
お
よ
そ
一
〇
〇

〇
石
以
上
が
こ
の
人
持
に
任
じ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
藩
政
初
期
に
軍
団
拡
張
の
た

め
に
武
功
の
あ
る
歴
々
の
者
共
を
高
禄
で
召
し
抱
え
て
人
持
組
に
編
成
し
た
関
係

上
、
平
士
か
ら
の
昇
進
は
稀
で
あ
り
、
一
〇
〇
〇
石
取
り
で
も
人
持
組
の
格
式
を

与
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た12
。
貞
秀
が
召
し
抱
え
ら
れ
た
の
が
大
坂

夏
の
陣
が
終
わ
り
戦
乱
の
世
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
直
後
で
あ
っ
た
た
め
、
高
木

勘
解
由
家
は
知
行
一
〇
〇
〇
石
で
は
あ
っ
た
が
人
持
組
に
任
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
高
木
矩
久
の
代
に
普
請
奉
行
加
人
や
火
事
の
際
の
盗
賊
改
め
に
任
じ

ら
れ
る
も
、
そ
の
養
子
久
義
は
馬
廻
組
に
所
属
す
る
の
み
で
一
生
を
終
え
て
い

る
。
久
義
の
子
久
忠
は
、
優
秀
だ
っ
た
よ
う
で
幕
府
へ
の
暑
中
見
舞
い
の
使
者
を

皮
切
り
に
、
郡
奉
行
・
魚
津
町
奉
行
・
広
敷
御
用
・
物
頭
・
省
略
奉
行
な
ど
を
歴

任
し
て
い
る
。
そ
の
跡
を
継
い
だ
久
教
は
、
馬
廻
に
任
じ
ら
れ
、
明
治
維
新
を
迎

え
て
職
制
が
改
正
さ
れ
る
と
三
等
上
士
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
由
緒
書
を
見
る
限
り
に
お
い
て
高
木
勘
解
由
家
は
、
歴
代
当
主
の
大
部

分
が
馬
廻
を
勤
め
る
の
み
で
生
涯
を
終
え
て
い
る
。
久
忠
以
外
は
特
段
出
世
す
る

者
も
い
な
か
っ
た
が
、
罪
を
犯
し
て
罰
を
蒙
る
者
も
お
ら
ず
、
家
と
し
て
は
安
定

し
て
江
戸
時
代
を
過
ご
し
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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西
高
木
家
史
料
に
見
る
高
木
貞
秀

以
上
、
高
木
勘
解
由
家
の
由
緒
書
を
紹
介
し
た
。
次
に
西
高
木
家
の
由
緒
書
に

お
い
て
高
木
貞
秀
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
の
か
そ
の
変
遷
か
ら
西
高

木
家
の
由
緒
書
編
纂
の
一
端
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
貞
秀
と
高
木
三
家
初
代
達
と
の
関
係
を
、
高
木
家
に
伝
来
し
た
文
政
五

︵
一
八
二
二
︶
年
成
立
の
﹁
高
木
系
譜13
﹂
か
ら
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す

る
。
同
史
料
に
よ
れ
ば
、
高
木
三
家
の
祖
先
は
八
条
院
︵
鳥
羽
天
皇
娘
。
近
衛
天

皇
の
姉
︶
の
判
官
代
を
勤
め
た
信
光
な
る
人
物
で
、
彼
が
和
泉
国
高
木
村
に
居
住

し
た
こ
と
に
よ
り
高
木
の
苗
字
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
子
孫
が

伊
勢
国
へ
移
り
住
み
、
同
国
の
東
側
に
住
居
し
た
後
、
享
禄
元
︵
一
五
二
八
︶
年

九
月
下
旬
に
美
濃
国
石
津
郡
徳
田
村
へ
と
移
っ
た
。
そ
の
後
、
高
木
貞
政
の
代
に

斎
藤
道
三
の
客
分
と
な
り
、
石
津
郡
駒
野
村
の
西
に
あ
る
舟
岡
山
に
駒
野
城
を
築

い
た
。
貞
政
は
、
嫡
男
貞
次
を
早
く
亡
く
し
た
た
め
、
貞
次
の
娘
聟
の
貞
久
を
養

子
に
迎
え
跡
を
継
が
せ
た
。
貞
久
は
、
道
三
の
子
斎
藤
義
龍
に
仕
え
、
斎
藤
家
が

織
田
信
長
に
滅
ぼ
さ
れ
る
と
信
長
へ
仕
え
、
信
長
か
ら
今
尾
城
を
与
え
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
貞
久
は
、
次
男
の
貞
利
に
駒
野
城
を
譲
り
、
自
分
は
継
嗣
貞
家
や
そ
の

他
の
子
供
た
ち
を
連
れ
今
尾
城
へ
入
城
し
た
。
永
禄
十
一
︵
一
五
六
八
︶
年
、
継

嗣
貞
家
が
戦
死
す
る
と
、
貞
利
が
継
嗣
と
な
り
今
尾
城
へ
入
城
、
代
わ
っ
て
駒
野

城
は
三
男
で
あ
る
貞
秀
に
与
え
ら
れ
た
。
後
に
貞
秀
は
庭
田
城
へ
と
移
り
、
駒
野

城
へ
は
五
男
貞
友
が
入
城
し
て
い
る
。
貞
久
は
、
天
正
一
〇
︵
一
五
八
二
︶
年
、

本
能
寺
の
変
で
信
長
が
死
去
し
、
そ
の
後
清
洲
会
議
の
結
果
に
よ
り
美
濃
国
が
信

長
三
男
織
田
信
孝
の
領
地
と
な
る
と
、
そ
の
ま
ま
信
孝
に
仕
え
た
。
も
っ
と
も
、

す
ぐ
に
隠
居
し
た
よ
う
で
、
駒
野
古
城
に
居
住
し
て
入
道
無
楽
と
称
し
、
天
正
十

二
︵
一
五
八
四
︶
年
三
月
に
死
去
し
た
と
い
う
。

貞
久
の
跡
を
継
い
だ
貞
利
は
、
天
正
一
〇
︵
一
五
八
二
︶
年
、
徳
川
家
康
が
穴

山
信
君
と
共
に
安
土
へ
赴
く
途
中
で
今
尾
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
今
尾
城
に
お
い
て

家
康
を
馳
走
し
、
そ
の
礼
に
馬
な
ど
を
拝
領
し
た
と
い
う
。
そ
の
直
後
に
本
能
寺

の
変
が
勃
発
し
信
長
が
死
去
す
る
と
、
信
長
の
仇
を
討
つ
た
め
に
挙
兵
し
た
家
康

が
、
貞
利
に
今
尾
城
を
明
け
渡
し
て
自
分
に
味
方
す
る
よ
う
要
求
し
て
く
る
も
、

明
智
光
秀
が
秀
吉
に
討
た
れ
た
た
め
沙
汰
止
み
に
な
っ
て
い
る
。
賤
个
岳
の
戦
い

後
、
貞
利
は
新
た
に
美
濃
国
の
領
主
と
な
っ
た
織
田
信
雄
に
仕
え
た
。
天
正
十
二

︵
一
五
八
四
︶
年
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
は
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
誘
い
が
あ
っ

た
が
、
信
長
以
来
の
織
田
家
へ
の
恩
義
や
家
康
が
信
雄
に
味
方
し
て
い
る
こ
と
か

ら
こ
れ
を
断
っ
て
い
る
。
こ
の
話
を
聞
い
た
家
康
は
、
貞
利
へ
馬
を
下
賜
し
た
と

い
う
。
天
正
十
八
︵
一
五
九
〇
︶
年
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
り
信
雄
が
改
易
さ
れ
る

と
、
貞
利
も
領
地
を
没
収
さ
れ
、
弟
達
と
共
に
浪
々
の
身
と
な
る
。
貞
利
は
、
弟

貞
秀
・
貞
友
・
貞
俊
︵
実
は
貞
利
兄
貞
家
の
子
。
父
死
後
、
祖
父
貞
久
の
養
子
に

な
っ
て
い
た
︶
を
連
れ
て
甲
斐
国
の
加
藤
光
泰
を
頼
り
甲
斐
に
寓
居
し
た
後
、
文

禄
四
︵
一
五
九
五
︶
年
に
今
尾
城
時
代
の
交
際
を
伝
手
に
家
康
に
召
し
出
さ
れ
上

総
国
で
知
行
一
〇
〇
〇
石
を
拝
領
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
機
に
弟
達
を
連
れ
て

江
戸
に
居
を
移
す
。
慶
長
二
︵
一
五
九
七
︶
年
に
知
行
五
〇
〇
石
加
増
さ
れ
る

と
、
三
〇
〇
石
を
嫡
男
貞
盛
へ
、
残
り
二
〇
〇
石
を
弟
三
人
へ
分
知
し
た
。
翌

年
、
弟
三
人
に
加
増
が
な
さ
れ
、
各
人
五
〇
〇
石
を
領
す
る
よ
う
に
な
る
。
慶
長

五
︵
一
六
〇
〇
︶
年
の
関
个
原
の
戦
い
で
は
、
美
濃
で
の
道
案
内
を
申
し
つ
け
ら

れ
、
嫡
男
貞
盛
や
弟
貞
友
・
貞
俊
と
共
に
恙
な
く
勤
め
て
い
る
。
戦
後
、
そ
の
功

績
に
よ
り
多
良
・
時
で
貞
利
は
知
行
二
三
〇
〇
石
を
、
同
じ
く
貞
友
・
貞
俊
は
そ

れ
ぞ
れ
一
〇
〇
〇
石
を
拝
領
し
た
。
ま
た
、
家
康
か
ら
山
中
に
一
揆
な
ど
が
籠
も

る
と
鎮
圧
し
に
く
い
場
所
な
の
で
、
領
地
に
居
住
す
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た
。

当
時
、
山
賊
・
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
く
い
た
が
、
高
木
三
家
は
こ
れ
を
平
定
し
た
。

﹁
高
木
系
譜
﹂
に
は
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、﹁
高
木
系
譜
﹂
に
は
、
勘
解
由
家
の
祖
で
あ
る
貞
秀
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

史
料
１

　
　
　
　
　

  

始
勘
解
由

三
男　
　

勝
兵
衛
貞
秀

天
文
廿
二
癸
巳
年
於
駒
野
城
出
生

母
同
︵
母
ハ
家
女
︶
上

始
永
禄
十
一
戊
辰
年
濃
州
駒
野
城
貞
利
ニ
譲
請
、
居
城
ト
ス
、
後
貞
友
へ
譲

リ
、
同
州
庭
田
城
へ
移
ル
、
天
正
十
八
年
貞
利
ニ
随
身
、
美
濃
国
退
去
、
甲

斐
国
主
加
藤
光
泰
へ
寄
客
、
文
禄
四
年
貞
利
御
当
家
へ
被
召
出
、
上
総
国
ニ

テ
千
石
拝
領
、
兄
貞
利
ニ
隋
身
江
戸
表
ニ
同
居
、
慶
長
二
年
於
同
国
御
加
増

五
百
石
貞
利
拝
領
、
内
三
百
石
嫡
子
貞
盛
拝
領
、
弐
百
石
、
舎
弟
貞
秀
・
貞
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友
・
貞
俊
三
人
へ
分
地
、
依
テ
知
行
六
拾
六
石
余
ニ
テ
貞
利
ニ
随
ヒ
御
軍
役

勤
来
ル
処
、
同
三
年
御
加
増
都
合
五
百
石
高
ニ
被
成
下
、
知
行
所
国
郡
之
名

難
相
分
、
其
後
奉
蒙
御
勘
気
、
仕
于
松
平
肥
後
守
利
長
、
加
賀
ニ
子
孫
有

之
、
江
戸
離
散
之
年
月
不
相
分
、
寛
永
元
甲
子
年
六
月
廿
日
卒
、
享
年
八
拾

弐
歳
、
法
号
浄
信
院
常
応
西
念
浄
入
居
士
、
墓
ハ
加
賀
金
沢
公
儀
町
正
福
寺

ニ
有
之

右
に
よ
れ
ば
、
貞
秀
は
、
始
め
勘
解
由
と
い
い
、
後
に
勝
兵
衛
と
改
名
し
た
。

永
禄
十
一
︵
一
五
六
八
︶
に
貞
利
か
ら
駒
野
城
を
譲
り
請
け
城
主
と
な
り
、
後
に

弟
貞
友
に
駒
野
城
を
譲
っ
て
、
庭
田
城
主
と
な
っ
た
。
天
正
十
八
︵
一
五
九
〇
︶

年
に
貞
利
ら
兄
弟
と
共
に
甲
斐
へ
赴
き
、
貞
利
が
徳
川
家
に
召
し
出
さ
れ
る
と
貞

秀
も
江
戸
に
下
り
、
貞
利
の
家
に
同
居
し
た
。
慶
長
二
︵
一
五
九
七
︶
年
、
貞
利

か
ら
他
の
弟
同
様
に
知
行
六
六
石
を
分
知
さ
れ
、
翌
慶
長
三
︵
一
五
九
八
︶
年
に

は
加
増
さ
れ
て
知
行
五
〇
〇
石
と
な
る
。
た
だ
し
、
ど
こ
に
知
行
を
与
え
ら
れ
た

か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
家
康
の
勘
気
を
蒙
り
浪
人
と
な
っ
た
後
、
加
賀
藩

二
代
藩
主
前
田
利
長
に
仕
え
た
。
加
賀
に
子
孫
が
い
る
。
江
戸
を
離
れ
た
時
期
は

不
明
で
あ
る
。
寛
永
元
︵
一
六
二
四
︶
年
六
月
二
十
日
に
死
去
し
た
。
戒
名
は
浄

信
院
常
応
西
念
浄
入
居
士
で
、
墓
は
加
賀
金
沢
公
儀
町
正
福
寺
に
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
記
述
は
、
先
に
紹
介
し
た
勘
解
由
家
の
由
緒
書
︵
以
下
、
明
治
三

年
本
︶
の
内
容
と
矛
盾
す
る
箇
所
が
二
点
見
ら
れ
る
。
一
点
目
は
、
明
治
三
年

本
で
は
、
貞
秀
が
仕
え
た
加
賀
藩
藩
主
が
三
代
利
常
で
あ
る
の
に
対
し
、﹁
高
木

系
譜
﹂
で
は
二
代
藩
主
利
長
に
仕
え
た
と
す
る
点
で
あ
る
。
利
長
は
、
慶
長
十

九
︵
一
六
一
四
︶
年
五
月
、
大
坂
冬
の
陣
を
前
に
し
て
死
去
し
て
お
り
、
明
治
三

年
本
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
元
和
二
︵
一
六
一
六
︶
年
十
二
月
に
貞
秀
が
加
賀
藩

に
仕
官
し
た
と
す
れ
ば
、
利
常
に
仕
え
た
と
す
る
の
が
正
し
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
点
は
﹁
高
木
系
譜
﹂
が
誤
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
二
点
目
は
貞
秀
の
通
称

︵
仮
名
︶
で
あ
る
。
明
治
三
年
本
で
は
、
勘
解
由
の
名
で
加
賀
藩
に
仕
え
て
い
た

と
す
る
の
に
対
し
て
、﹁
高
木
系
譜
﹂
で
は
勘
解
由
、
勝
兵
衛
の
順
番
で
名
乗
っ

た
と
す
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
元
和
期
の
加
賀
藩
分
限
帳
に
﹁
高
木
勘
解

由
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
貞
秀
の
子
久
明
が
勘
解
由
の
通
称
を
引
き
継

い
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
明
治
三
年
本
の
通
り
貞
秀
は
、
加
賀
藩
に

お
い
て
勘
解
由
を
名
乗
っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
点
も
﹁
高
木
系
譜
﹂
の
方
が
誤
っ
て
い
る
と
み
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
﹁
高
木
系
譜
﹂
に
は
、
一
部
誤
り
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
、﹁
高
木

系
譜
﹂
に
は
、
貞
秀
の
死
去
し
た
命
日
、
戒
名
と
い
っ
た
明
治
三
年
本
に
は
記
述

さ
れ
て
い
な
い
事
項
が
書
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、﹁
高
木
系
譜
﹂
に
書
か
れ
た
よ
う
な
西
高
木
家
の
貞
秀
認
識
は
、
ど
の

よ
う
に
出
来
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
に
西
高
木
家
に
伝

わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
次
に
示

唆
を
与
え
て
く
れ
る
、
五
点
の
史
料
を
あ
げ
る
。

史
料
２

︵
表
題
︶

﹁
多
良
高
木
家
譜
略　
　

享
禄
元
子
より
宝
暦
十
一
巳
迄
三
百
三
十
四
年
成
ル

︵
中
略
︶

貞
久
三
男
勝
兵
衛
貞
秀
、
後
勘
解
由
と
い
う
、
信
雄
公
に
仕
え
て
庭
田
に
居
け

り
、
慶
長
三
年　
　

御
当
家
へ
仕
え
ま
り
て
武
州
に
て
五
百
石
賜
り
ぬ
。
故
有
り

て
御
勘
気
を
蒙
り
濃
州
に
来
り
、
後
賀
州
中
納
言
利
常
卿
仕
へ
て
子
孫
今
に
賀
州

に
有
り
︵
後
略14
︶

史
料
３

︵
表
題
︶

﹁
文
化
八
年
閏
二
月　

系
譜
之
内
尋
之
趣
御
答
書
﹂

︵
中
略
︶

︵
朱
書
︶

﹁
貞
利
舎
弟
高
木
勝
兵
衛
貞
秀
譜
難
相
分
候
ニ
付
、
彦
左
衛
門
貞
久
子
共
出
生
順

相
認
候
﹂

︵
中
略
︶

三
男　

勝
兵
衛
貞
秀

始
住
于
濃
州
庭
田
、
貞
利
美
濃
国
退
去
、
其
後
同
居
仕
罷
在
候
、
慶
長
二
年
被　

　

召
出
、
上
総
国
ニ
而
知
行
六
十
六
石
余
拝
領
仕
候
、
同
三
年
御
加
増
、
都
合
五

百
石
高
被
成
下
候
、
知
行
所
国
郡
名
難
相
分
候
、
其
後
奉
蒙　

御
勘
気
、
仕
于
松

平
肥
前
守
利
長
、
加
州
ニ
子
孫
有
之
由
、
江
戸
離
散
之
年
月
難
相
分
候
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︵
以
下
略15
︶

史
料
４

御
初
代

覚
林
院
様
御
三
男

始
勘
解
由

勝
兵
衛
貞
秀
侯

御御

家

也
兄
貞
利
侯
御
拝
領
之
内
弐
百
石
ヲ
貞加
賀
之
家

秀
侯
・
貞藤
兵
衛
様
家

友
侯
・
貞玄
蕃
様
家俊
御
兄
弟
御
三
人
御

分
地
六
十
六
石
余
ニ
テ
御
兄
貞
利
侯
江
御
随
ヒ
御
軍
役
御
勤
之
処
、
慶
長
三
年
御

加
増
、
都
合
五
百
石
高
被
成
下
、
知
行
国
郡
名
ハ
難
相
分
候
、
其
後
此
貞
秀
侯
蒙

　
　

御
勘
気
、
御
離
散サ
ン

年
月
不
相
知
、
加
賀
ニ
御
子
孫
之
有
之
御
家
也

此
国
郡
名
不
相
分
候
、
御
知
行
ハ
若
本
文
慶
長
年
中
土
岐
郷
之
内
ニ
而
御
加
増
有

之
事
哉
、
不
相
知
候
、
年
齢
内
々
慶
長
年
中
ニ
付
記
出
ス16

　

史
料
５

　
　
　
　
　

覚

　
　
　

 

始
濃
州
駒
野
城
主

　
　
　

後
同
国
今
尾
城
主　

一
高
木
彦
左
衛
門
尉
貞
久

　
　
　
始
勘
解
由　

三
男
　
高
木
勝
兵
衛
貞
秀

天
文
年
中
於
駒
野
城
出
生
、
盛︵
成
︶人

之
後
父
貞
久
ニ
随
ヒ
并
兄
弟
与
共
ニ
数
度
有
戦

功
、
天
正
年
中
濃
州
庭
田
城
主
、
慶
長
三
年　
　

神
君
江
被　

召
出
、
同
年
中
蒙

　
　

御
勘
気
江
戸
離
散
、
其
後
仕
于
松
平
肥
前
守
利
長
、
右
者
此
表
系
譜
之
内
荒

増
抜
書
ニ
御
座
候

今
度
御
問
合
、
左
之
通

一
江
戸
御
離
散
之
御
年
月

一
何
年
中
ニ
其
表
江
御
越

一
其
表
江
御
越
迄
之
内
何
方
江
御
在
居

一 

慶
長
三
年
従　
　

神
君
御
知
行
御
拝
領
国
郡
御
書
付
之
御
本
紙
御
所
持
御
座
候

哉
、
右
御
書
付
之
写
借
用
申
度
候
但
シ
此
御
書
付
之
御
名
所
文
字
高
木
庄
兵
衛
殿
与
可

（
（

（
（

有
御
座
候

一
御
享
年
何
十
歳
ニ
而
御
卒
去

一
御
法
号

一
御
宗
旨

一
何
寺
江
御
葬

右
等
之
御
年
月
日

右
之
通
古
御
由
緒
之
御
事
ニ
付
及
問
合
候
事17

史
料
６

　
　
　

覚

濃
州
高
木
平
兵
衛
尉
貞
盛
公
御
女
、
井
上
清
左
衛
門
重
成
室

一
御
引
移
年
月
相
知
不
申

一
御
俗
名
相
知
不
申

一
御
行
年
相
知
不
申

一
延
宝
四
年
十
月
廿
五
日
御
卒
去

一
御
法
号
者　
　
　

智
照
院
殿
松
誉
栄
心
大
姉

一 

井
上
家
者
金
沢
町
禅
宗
松
月
寺
旦
那
ニ
候
所
、
其
節
之
御
遺
言
候
哉
、
金
沢
町

浄
土
宗
法
船
寺
江
御
葬
、
御
墓
同
寺
ニ
有
之
候

右
御
問
合
之
内
伝
承
之
ケ
所
相
調
申
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　

加
州
井
上
乙
吉
内

　
　

壬
午
正
月　
　
　
　
　
　

角
間
牛
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
孝
三
郎18

史
料
２
は
、
宝
暦
十
一
︵
一
七
六
一
︶
年
に
西
高
木
家
七
代
目
当
主
篤
貞
に
よ

り
作
成
さ
れ
た
由
緒
書
下
書
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
高
木
家
の
起
こ
り
か
ら
筆
を

お
こ
し
、
美
濃
に
始
め
て
居
を
お
い
た
貞
政
、
そ
の
子
貞
次
、
そ
の
養
子
貞
久
、

貞
久
の
子
供
達
、
す
な
わ
ち
高
木
三
家
の
初
代
や
貞
秀
ら
、
そ
し
て
西
高
木
家
二

代
貞
盛
か
ら
六
代
貞
輝
ま
で
の
事
跡
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
本
史
料
を
篤
貞
が

作
成
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
契
機
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
名
順
に
つ
い
て
東

高
木
家
と
北
高
木
家
と
の
間
で
争
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
宝
暦
四
︵
一
七
五
四
︶

年
に
先
に
家
督
を
継
い
だ
者
の
名
前
を
先
と
す
る
と
の
約
定
が
両
家
で
結
ば
れ
て

い
る
。
こ
の
頃
か
ら
三
家
間
で
家
格
争
い
が
起
こ
り
つ
つ
あ
っ
た19
。
こ
の
よ
う
な
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状
況
と
、
本
由
緒
書
が
西
高
木
家
を
本
家
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、

今
後
起
き
る
可
能
性
の
あ
る
本
家
・
分
家
問
題
に
備
え
て
篤
貞
が
作
成
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
貞
秀
に
関
す
る
部
分
の
み
抜
き
だ
し
た
。
こ
れ
が
現

在
確
認
で
き
る
所
で
は
、
貞
秀
の
名
前
が
確
認
で
き
る
一
番
古
い
由
緒
書
と
な

る
。
な
お
、
西
高
木
家
は
こ
れ
以
前
に
も
寛
永
十
八
︵
一
六
四
一
︶
年
と
慶
安
元

︵
一
六
四
八
︶
年
に
由
緒
書20
を
作
成
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
西
高
木
家
初
代
貞

利
や
そ
の
子
貞
盛
の
徳
川
将
軍
家
へ
の
奉
公
に
主
体
を
お
い
た
も
の
で
、
貞
利
の

兄
弟
達
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
﹁
其
外
兄
弟
﹂﹁
高
木
一
類
﹂
な
ど
と
い
っ
た
極

め
て
簡
単
な
書
き
方
が
な
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
わ
ず
か
に
、
天
正
十
八
︵
一
五

九
〇
︶
年
の
小
田
原
合
戦
で
貞
利
が
東
・
北
両
家
初
代
と
共
に
夜
討
ち
に
参
加
し

て
、
三
人
と
も
負
傷
し
た
と
す
る
記
述
に
貞
友
・
貞
俊
の
名
が
見
ら
れ
る
程
度
で

あ
る
。
貞
秀
の
名
は
こ
れ
ら
の
由
緒
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。

さ
て
、
史
料
２
で
注
目
し
た
い
の
は
、
貞
秀
が
最
初
勝
兵
衛
と
名
乗
り
、
後
に

勘
解
由
と
改
名
し
た
こ
と
、
後
に
前
田
利
常
に
仕
え
た
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
こ

の
記
述
は
高
木
勘
解
由
家
が
作
成
し
た
明
治
三
年
本
の
記
述
と
同
一
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
史
料
１
で
は
﹁
知
行
所
国
郡
之
名
難
相
分
﹂
と
さ
れ
た
慶
長
三
︵
一
五
九

八
︶
年
に
貞
秀
が
徳
川
家
か
ら
与
え
ら
れ
た
知
行
五
〇
〇
石
の
所
在
地
に
つ
い
て

武
蔵
で
与
え
ら
れ
た
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
勘
気
を
蒙
っ
た
後
、
貞
秀
は
美
濃

へ
戻
っ
た
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
関
个
原
の
戦
い
以
後
、
貞
秀
は
高
木

三
家
と
共
に
多
良
に
居
住
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
後
の

由
緒
書
に
お
い
て
誤
っ
て
い
る
事
項
や
不
明
と
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
宝
暦
段

階
ま
で
は
西
高
木
家
に
比
較
的
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
れ
が
五
十
年
を
経
て
文
化
八
︵
一
八
一
一
︶
年
に
な
る
ま
で
の
間
に
改
変
さ

れ
て
伝
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
史
料
３
は
﹃
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
編
纂
に
伴
っ

て
以
前
幕
府
へ
提
出
し
た
﹁
系
譜
﹂
の
内
容
に
つ
い
て
文
化
八
年
に
幕
府
か
ら
質

問
を
受
け
た
西
高
木
家
が
提
出
し
た
返
答
書
控
か
ら
貞
秀
部
分
の
み
抜
き
出
し
た

も
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
は
貞
秀
の
通
称
は
勝
兵
衛
の
み
で
勘
解
由
に
つ
い
て
の

記
述
は
な
く
、
彼
を
召
し
出
し
た
加
賀
藩
藩
主
名
は
史
料
１
と
同
様
に
前
田
利
長

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
宝
暦
期
と
こ
の
時
期
ま
で
に
記
憶
の
断
絶
が
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

史
料
４
は
、
貞
秀
の
経
歴
を
書
い
た
書
付
で
、
こ
れ
で
全
文
で
あ
る
。
貞
秀
の

通
称
の
名
乗
順
や
彼
を
召
し
出
し
た
藩
主
は
史
料
１
と
同
様
で
、
誤
っ
て
書
い
て

い
る
。
こ
の
文
書
で
は
当
時
の
東
高
木
家
当
主
を
藤
兵
衛
、
北
高
木
家
当
主
を
玄

蕃
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
化
八
︵
一
八
一
一
︶
年
に
玄
蕃
貞
金
が
北
高
木

家
の
家
督
を
継
ぎ
、
文
政
六
︵
一
八
二
三
︶
年
に
東
高
木
家
当
主
藤
兵
衛
貞
直
が

隠
居
す
る
間
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
現
在
、
こ
の
間
に
作
成
さ
れ

た
由
緒
書
と
し
て
は
、
文
化
八
年
に
幕
府
へ
提
出
し
た
系
譜
︵
史
料
３
︶
と
文
政

五
︵
一
八
二
二
︶
年
に
作
成
し
た
﹁
高
木
系
譜
﹂︵
史
料
１
︶
が
残
さ
れ
て
い
る
。

史
料
４
で
は
貞
利
・
貞
秀
ら
高
木
一
族
に
敬
称
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
幕
府
へ

提
出
す
る
系
譜
作
成
に
関
係
し
た
も
の
と
は
考
え
づ
ら
い
。
し
た
が
っ
て
、
史
料

４
は
﹁
高
木
系
譜
﹂︵
史
料
１
︶
を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
慶
長
三
︵
一
五
九
八
︶
年
に
お
い
て
貞
秀
が
宛
が
わ
れ

た
知
行
地
の
所
在
に
つ
い
て
慶
長
年
中
に
土
岐
郷
で
加
増
を
受
け
た
と
本
文
︵
何

の
本
文
で
あ
る
か
は
不
明
︶
に
あ
る
と
書
く
な
ど
、
大
い
に
混
乱
し
て
い
る
様
子

が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、
史
料
４
で
は
、
史
料
１
に
書
か
れ
て
い
る
貞
秀
の
死
去
年
、
戒
名
や
菩

提
寺
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
段
階
で
は
こ
れ
ら
の
情
報
を
西
高
木

家
は
得
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
情
報
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
作
成
さ
れ

た
と
推
測
さ
れ
る
質
問
状
の
控
が
史
料
５
と
な
る
。
宛
名
は
な
い
が
内
容
か
ら
加

賀
藩
の
高
木
勘
解
由
家
へ
宛
て
た
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
の
史
料
５
に

対
す
る
勘
解
由
家
か
ら
の
返
答
を
参
考
に
し
て
史
料
１
は
作
成
さ
れ
た
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
史
料
５
で
は
、
貞
秀
の
通
称
の
名
乗
順
や
彼
を
召
し
出
し
た
加
賀

藩
主
名
を
利
長
と
間
違
っ
て
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
勘
解
由
家
へ
送
付
し
た
と
す

る
な
ら
ば
、
勘
解
由
家
か
ら
な
ぜ
指
摘
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
推
測
に
す

ぎ
な
い
が
、
勘
解
由
家
が
質
問
事
項
の
み
に
単
純
に
返
答
し
た
可
能
性
が
想
定
さ

れ
る
。
江
戸
時
代
前
期
に
加
賀
藩
士
井
上
清
左
衛
門
に
西
高
木
家
二
代
高
木
貞
盛

の
娘
が
嫁
い
で
い
る
。
西
高
木
家
は
、﹁
高
木
系
譜
﹂
作
成
に
あ
た
り
、
彼
女
の

情
報
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
嫁
い
だ
時
期
・
俗
名
・
死
去
年
・
戒
名
・
菩
提
寺
な

ど
に
つ
い
て
の
質
問
状
を
井
上
家
へ
送
っ
た
。
史
料
６
は
そ
の
質
問
状
に
対
す
る

井
上
家
か
ら
の
返
答
状
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
西
高
木
家
か
ら
の
質
問
事
項

の
み
に
簡
潔
に
返
答
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
返
答
状
を
勘
解
由
家
が

送
っ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
誤
り
が
正
さ
れ
な
か
っ
た

の
も
肯
首
で
き
よ
う
。
も
っ
と
も
現
状
で
は
確
定
す
る
だ
け
の
材
料
が
な
い
。
し

― 59 ―



た
が
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

以
上
、
西
高
木
家
に
お
け
る
高
木
貞
秀
に
つ
い
て
の
認
識
の
変
化
に
つ
い
て
見

て
き
た
。
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。
西
高
木
家
に
お
い
て
宝
暦
期
ま
で

貞
秀
に
つ
い
て
比
較
的
正
し
い
情
報
を
保
持
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
幕

府
に
よ
る
﹃
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
編
纂
時
に
は
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
段
階
で
は
加
賀
の
高
木
勘
解
由
家
に
問
い
合
わ
せ
は
行
わ

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
文
政
五
︵
一
八
二
二
︶
年
に
﹁
高
木
系
譜
﹂
を
作
成
す
る

に
あ
た
り
、
加
賀
藩
の
高
木
勘
解
由
家
や
井
上
家
を
始
め
と
し
た
先
祖
の
縁
家

な
ど
関
係
諸
家
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。﹃
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
編
纂
に
伴

う
系
譜
差
し
出
し
時
は
調
査
も
せ
ず
に
差
し
出
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、﹁
高
木

系
譜
﹂
編
纂
時
に
は
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
西
高
木
家
が

自
家
の
系
譜
の
一
応
の
決
定
版
と
し
て
﹁
高
木
系
譜
﹂
を
作
成
し
よ
う
と
し
た
と

理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
調
査
を
経
て
も
貞
秀
に
つ
い
て
間
違
っ
た
情
報
は
正
さ

れ
ず
、﹁
高
木
系
譜
﹂
に
お
い
て
も
誤
っ
た
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
弘
化
三
︵
一
八
四
六
︶
年
、
幕
府
に
よ
る
系
譜
改
め
が
再
び
行
わ
れ

る
と
、
西
高
木
家
は
伝
来
す
る
由
緒
に
関
わ
る
書
状
類
の
写
を
入
れ
込
ん
だ
新
た

な
由
緒
書21
を
作
成
す
る
。
西
高
木
家
は
、
こ
の
由
緒
書
編
纂
に
伴
い
よ
り
正
確
さ

を
求
め
先
祖
の
縁
家
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
が
、
貞
秀
に
関
し
て
は

﹁
高
木
系
譜
﹂
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
高
木
三

家
初
代
達
の
兄
弟
高
木
貞
秀
を
祖
と
す
る
高
木
勘
解
由
家
の
由
緒
書
を
紹
介
す
る

と
共
に
、
こ
の
由
緒
書
と
西
高
木
家
に
伝
来
し
た
由
緒
書
類
を
使
っ
て
貞
秀
に
関

す
る
記
述
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
西
高
木
家
の
由
緒
書

編
纂
の
一
端
を
見
て
み
た
。

今
回
は
、
あ
く
ま
で
貞
秀
に
関
す
る
記
述
に
絞
っ
て
考
察
し
た
た
め
、
西
高
木

家
の
由
緒
書
編
纂
の
あ
り
方
全
体
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
本
家
・
末
家
を
巡
る
高
木
三
家
の
意
識
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
も
扱
え
て
い

な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
回
明
ら
か
に
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
研
究
を
進
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

注
⑴　

現
在
、
西
高
木
家
に
伝
来
し
た
文
書
は
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
分
以
外
に
、

大
垣
市
が
所
蔵
す
る
福
長
氏
旧
蔵
西
高
木
家
文
書
な
ど
個
人
・
他
機
関
が
所
蔵
す
る

も
の
も
少
な
く
な
い
。

⑵　

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
・
高
木
家
文
書
目
録
刊
行
調
査
室
編
﹃
高
木
家
文
書
目
録
﹄

四
︵
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
八
一
年
︶。

⑶　

石
川
寛
﹁
旗
本
西
高
木
家
伝
来
の
黒
漆
文
庫
の
復
元
﹂︵﹃
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館

研
究
年
報
﹄
十
四
号
、
二
〇
一
六
︶。

⑷　

同
右
。

⑸　

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
加
能
越
文
庫
１
６
．
３
１

−

０
６
５

−

５

２
１
２
。

⑹　

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
編
集
・
発
行
﹃
加
賀
藩
侍
帳
﹄
下
︵
二
〇
一
九

年
︶
四
一
四
頁
。

⑺　

加
能
越
文
庫
右
１
６
・
３
１

−

０
６
５

−

５
２
０
３
。

⑻　
﹁
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹂
巻
三
二
〇
︵﹃
新
修
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
５　

四
〇
九
～
四
一

八
頁
︶。
た
だ
し
、
西
高
木
家
は
、
少
な
く
と
も
寛
永
期
ま
で
は
鷹
之
羽
三
つ
紋
を

使
っ
て
い
る
︵
高
木
家
所
蔵
文
書
１

−

い
︶。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
左
違
鷹
の
羽

は
、
も
と
も
と
は
高
木
家
分
家
の
家
紋
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

⑼　
﹁
元
和
之
侍
帳
﹂︵
石
川
県
図
書
館
協
会
発
行
﹃
加
賀
藩
初
期
の
侍
帳
﹄︿
一
九
四
二

年
﹀
四
九
～
八
六
頁
︶。
本
書
で
は
元
和
元
︵
一
六
一
五
︶
～
二
年
頃
の
も
の
と
す
る

が
、
末
尾
に
元
和
四
︵
一
六
一
八
︶
年
に
生
ま
れ
た
前
田
利
治
附
の
家
臣
名
が
追
加

で
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
な
完
成
は
元
和
四
年
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

⑽　

金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
﹃
金
沢
市
史
﹄
資
料
編
４
︵
金
沢
市
、
二
〇
〇
一
年
︶

六
七
頁
。

⑾　

金
沢
市
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
金
沢
市
史
﹄
通
史
編
２
︵
金
沢
市
、
二
〇
〇
五
年
︶
二

七
五
～
六
頁
。

⑿　

同
右
二
七
一
～
二
頁
。

⒀　

上
石
津
町
編
纂
・
発
行
﹃
上
石
津
町
史
﹄
史
料
編
︵
一
九
七
五
年
︶
二
八
～
四
七
頁
。

⒁　

高
木
家
所
蔵
文
書
３
５
。

⒂　

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
高
木
家
文
書
Ｆ
１

−

１

−

５

−

さ
。
以
下
名
古
屋
と

記
載
。

⒃　

名
古
屋
Ｄ

−

２

−

１

−

１
５
０

−

す
。
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⒄　

福
長
氏
旧
蔵
西
高
木
家
文
書
５

−

１
５
。
以
下
、
福
長
と
記
載
。　

⒅　

福
長
５

−

１
６
０
。

⒆　

名
古
屋
Ｆ

−

１

−

１

−

３
６

−

あ
。

⒇　

寛
永
十
八
︵
一
六
四
一
︶
年
成
立
の
由
緒
書
は
高
木
家
文
書
所
蔵
文
書
１

−

い
な
ど
。

慶
安
元
︵
一
六
四
八
︶
年
成
立
の
由
緒
書
は
高
木
家
所
蔵
文
書
３

−

あ
な
ど
。

�　

名
古
屋
Ｆ

−

１

−

１

−

７
。
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